
東方宗敎（日本衜敎學會）130號 2017年

敎關係 書論 目
2016（平 28）年

山 田 俊

言

１．本目 には、2016年１ から12 までの期 にわが國で 行された、 敎 び

その 邊領域に關する 書・論 ・書 等を收めた。

２． 誌等に 載された譯 は「Ⅱ、論 」に、學會報 等については「Ⅲ、書

等」に、それぞれ收めた。

３． 載順は執筆 姓の第一字の日本語 字 順とし、複數名による執筆の場合は、

第一執筆 に準據した。中國人名・韓國人名の場合も日本語 に統一した。

４． 名による［譯 ］等の場合は、第一執筆 の姓名の後にのみ［譯 ］等と記

した。

５．本誌の 年號「目 」で 載されたことのある執筆 の場合は、對 領域が些

か外れている場合でも敢えて 載したものがある。

６．十分な の下に作業を めたつもりではあるが、 も少なくないと思われ

る。お氣づきの點をご敎示頂ければ幸いである。

Ⅰ． 行本

阿部 泰記 『宣 による民衆敎 に關する 究』 古書院

淺野 裕一 『老子と上天 神 念のダイナミズム』 ぷねうま

伊東 貴之［ ］ 『「心身╱身心」と環境の哲學 東アジアの傳統思想を媒介に

考える』 古書院

池田 知久［ ］
水口 拓壽

『中國傳統社會における 數と思想』 古書院

石川 照子
桐 薫
倉田 子
松谷 曄介
渡邊 祐子

『はじめての中國キリスト敎史 改訂版』（アジアキリスト敎

史叢書３） かんよう出版

入矢 義高［ ］ 『禪の語 ５ 馬 の語 』 筑 書

入矢 義高［ 修］
代語 究班［ ］

『禪の語 12a玄沙廣 上』 筑 書
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入矢 義高［ 修］
代語 究班［ ］

『禪の語 12b玄沙廣 中』 筑 書

入矢 義高［ 修］
代語 究班［ ］

『禪の語 12c玄沙廣 下』 筑 書

小川 隆 『禪の語 20「禪の語 」 讀』 筑 書

方 賢一［譯 ］
白井 順

『『朱子語 』譯 九十八～一百』 古書院

川邉 雄大［ ］ 『淨土眞宗と 代日本 東アジア・布敎・ 學』 出版

倉本 德 『北 佛敎 像銘 究』 法藏

小高 修司 『 代 人疾病 』 知泉書

小林 芳規 『平安時代の佛書に基づく 訓讀史の 究Ⅵ 傳承と傳播』

古書院

小 亮 『 玄宗紀』 談社

鍾 添
山 一［譯 ］

『完 定本 四 推命大 』 河出書 新社

鈴木 修 『莊子』（人と思想38） 淸水書院

砂山 稔 『赤壁と碧 宋の 人と 敎』 古書院

專修大學『洞天福地
究』 集委員會

『洞天福地 究 第６號』 好 出版

孫 榮健［ ］ 『古代中國數學「九 算 」を しむ本』 言 社

田仲 一 『中國鎭魂演劇 究』 東京大學出版會

田中 佩刀 『 譯 易經』 德出版社

中國古算書 究會
［ ］

『嶽麓書院藏秦 『數』譯 』（秦 出土古算書譯 叢書２）

友書店

陳 偉
湯淺 弘［ 譯］
草野 友子［譯］
曹 方向

『竹 學入門 楚 を中心として』 東方書店

土屋 昌 ［ ］
ヴァンサン・ゴー
サール［ ］

『 敎の 地と地方神』 東方書店

砺波 護 『隋 佛敎 物史論考』 法藏

富坂 聰 『風水師が い盡くす中國共產黨』 KADOKAWA

中野 淸 『中國怪異譚の 究 言小 の世界』 出版

葉山 恭江 『 代傳奇を語る語り手 物語の時 と空 』 古書院

濱 久雄 『東洋易學思想論 』 德出版社

廣田 律子［ ］ 『ミエン・ヤオの歌 と儀禮』（神奈川大學アジア 究センタ

ー叢書２） 大學敎育出版
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福田 殖 『宋元 の朱子學と陽 學』（福田殖 作 I） 出版

井 淳［ ］
池田 將則
倉本 德
村田 みお
柳 幹康

『 澄・空 將來『三敎不齊論』の 究』 國書刊行會

井 政雄 『禪語 老の敎』 創英社╱三省堂書店

本多 隆 『シルクロードに佛跡を訪ねて 大谷探 紀行』 吉川弘

田 豐 『徐福と日本神話の神々』 流社

『牧田諦亮 作集』
集委員會［ ］

『牧田諦亮 作集 第５ 策彥入 記の 究』 臨川書店

『牧田諦亮 作集』
集委員會［ ］

『牧田諦亮 作集 第８ (補 ）・總索引』 臨川書店

松森 秀幸 『 代天臺法華思想の 究：荆溪湛然における天臺法華經疏

の 釋をめぐる 問題』 法藏

三友 量順 『玄 （新 版）』（人と思想106） 淸水書院

水野 杏紀 『易、風水、 、 生、處世 東アジアの宇宙 （コスモロジ

ー）』（ 談社 書メチエ） 談社

水口 拓壽 『儒學から見た風水 宋から淸に至る言 史』 風 社

宮下 和大 『朱熹修 論の 究』 麗澤大學出版會

門田 一 『東アジア古代金石 究』 法藏

矢野 光治 『『 神記』のどうぶつたち』 駿河臺出版社

吉水 嶽彥 『靈芝元照の 究 宋代律 の淨土敎』 法藏

李 世
武 司［ 譯］

『中國 代の 密宗敎』 出版

劉 雄峯
二階堂善弘［ 譯］

『神話から神 へ 中國民 宗敎における神佛 』（關西大學

東西學 究 譯 シリーズ18） 關西大學出版部

盧 恆立（レイ
モンド・ロー）
山 一［ 修］
島 大乾［譯］

『完 定本 易占大 』 河出書 新社

盧 恆立（レイ
モンド・ロー）
山 一［ 修］
島 大乾［譯］

『完 定本 風水大 （新 版）』 河出書 新社

Ⅱ．論

淺田 徹 書寫と讀誦：法華經の 字と聲 (日本 する法華經)― (日

本の典 としての『法華經』) アジア 學202
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淺田 徹 はじめに：日本の典 としての『法華經』(日本 する法華

經) アジア 學202

淺田 徹 書寫と讀誦：法華經の 字と聲 (日本 する法華經)― (日

本の典 としての『法華經』) アジア 學202

淺田 徹 書寫と讀誦：法華經の 字と聲 比較日本學敎育 究センタ

ー 究年報12

淺田 徹 第17回國際日本學シンポジウム「日本 する法華經」【總

括】 比較日本學敎育 究センター 究年報12

淺野 春二 形儀小考：南宋期 敎の 齋から (特集 中國學の眺 )

國學院 誌117

淺野 春二 招五 兵について―中國湖南省瑤族（ 山瑤）の 家願儀禮

から― 瑤族 究 訊５

淺野 春二 「招兵」における五 兵・家先兵・元宵神 中國湖南省藍

山縣の 山ヤオ族の事例から 『ミエン・ヤオの歌

と儀禮』

淺野 春二 代 敎における小規模な開度・ 儀禮の について：

思得修集『上淸靈寶濟度大 金書』を 料として 儀禮

學會紀 ：儀禮 ３・４

淺野 裕一 『呂氏春秋』と天人相關思想：序 を中心に (寺田隆信博

士 悼論 集) 東北大學東洋史論集12

天野 靖之 續 義 經 座(6・7) 經脈論(その3・4) 方鍼醫：

方鍼醫會學會誌38・39

新谷 哲一 多紀元堅 『傷 論 義』解 (第25～34回・ 回) 方

療法19(10)～20(7)

新谷 哲一 多紀元堅『傷 廣 』解 (第１・第２回) 方療法20(8・9)

有馬 卓也 『淮南萬畢 』拾 (1・2) 東洋古典學 究41・42

祥夫 平 二十八年度 鍼灸祭記念 演 代以 の醫學 料

斯 129

五十嵐嗣 長蘆宗 の禪(2)「眞定府洪濟禪院語 」より 駒澤大學大

學院佛敎學 究會年報49

池澤 優 井筒俊彥と 家思想：郭店楚 『老子』『太一生水』から考

える(東洋の宗敎思想と井筒俊彥の哲學 思惟，パネル，

究報 ，�特集>第74回學 大會紀 ) 宗敎 究 別

89

池田 政一 學 演 腑經絡からみた藥方と鍼灸(3) 方鍼醫： 方

鍼醫會學會誌38
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池田 知久 『老子』の形而上學と「自然」思想―北京大學 に基づいて

― 東洋の思想と宗敎33

池田 將則 劉晏 『三敎不齊論』の 討 『 澄・空 將來『三敎不

齊論』の 究』

池田 恭哉［譯 ］ 王 『中 』譯 稿(2) 香川大學敎育學部 究報 第１

部145

池平 紀子 『太上洞眞智慧上品大誡』の「六 智慧」について 東方宗

敎128

石井 公 『法華經』と藝能の結びつき： 德太子傳・琵琶法師・ 年

(日本 する法華經)― (日本に融け む『法華經』) ア

ジア 學202

石井 公 『法華經』と藝能の結びつき： 德太子傳・琵琶法師・ 年

比較日本學敎育 究センター 究年報12

石井 公 佛典 譯の 相 (特集 の 新 報) 日本語學35(10)

石井 公 中國の禪 たち (特集 死を える：名 の 期(さいご)か

ら學ぶ) 大法輪83(4)

石井 公 「長恨歌」における 敎と佛敎：『佛 行 』『佛本行集經』

の影 を中心として 東方宗敎127

石井 公 『大乘 信論』と眞諦三藏をつなぐ『佛性論』 (第４回學

大會テーマ 東アジア佛敎における『大乘 信論』 ) 東

アジア佛敎學 論集４

石井 公 德太子の實像と以後の太子 の變 春秋577

石井眞美子［譯 ］
村田
山 貴

『銀雀山 墓竹 〔貳〕』譯 (3・4) 學林62・63

石井 淸純 世界の中のZEN (禪宗入門) 別 太陽：日本のこころ239

石垣 貴杞 『 行 身經』の 立年代の 證 佛敎學 究72

石松日奈子 山西平定開河寺石窟の 究 ― 北 期の石窟三 と隋開皇元

年 �鎭國王像雙丈八」 銘 崖大佛 東方學報91

石松日奈子 雲岡石窟の皇 大佛：鮮 王から中華皇 へ (特輯 雲岡石

窟) 國華122(2)

板倉 哲 梁楷「出山釋迦圖」(東京國立博物 )をめぐる 問題 (特集

宋元佛畫と儀禮) 佛敎藝 347

板倉 哲 南宋・ 翁居敬 ・傳門無關筆 須菩提圖 國華122(5)

市來津由彥［譯 ］ 朱熹『朱 公 集』跋 譯 稿(18・19) 東洋古典學 究

41・42
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ITO Makoto 『占察經』における地藏菩薩の役 印度學佛敎學 究64(3)

稻本 泰生 雲岡石窟の佛敎 話 ：本生・因 圖を中心に (特輯 雲

岡石窟) 國華122(2)

稻本 泰生 二〇一四年度 龍谷大學史學會 史學大會 演 七～八世紀

東アジアにおける 「優塡王像」の波 ：儒佛交 史上の

義を中心に 龍谷史壇142

稻本萬里子 物語繪の上に書寫された『法華經』 (日本 する法華經）―

（『法華經』のかたち) アジア 學202

井上 智 厦門の石敢當 埼玉大學紀 敎 學部52(1)

伊吹 敦 禪の 焉(上) ・中國禪思想史(47) 禪 242

伊吹 敦 法 撰『梵網經註』について：佚 より窺われる特 と 澄

への影 (東京大學における第六十七回學 大會紀 (1))

印度學佛敎學 究65(1)

伊吹 敦 後の光芒(上・中・下) ・中國禪思想史(44～46) 禪

239～241

伊吹 敦 期禪宗と『大乘 信論』(第４回學 大會テーマ 東アジア

佛敎における『大乘 信論』 ) 東アジア佛敎學 論集

４

伊吹 敦 『 心論』と『修心 論』の 立とその影 禪學 究94

伊吹 敦 撰『註菩薩戒經』佚 集 東洋思想 ３

入江 祥史 轉んで讀む 熱論(3)～(9) 方 究(529～535)

入江 祥史 轉んで讀む 熱病 (1)～(4) 方 究(537～540)

岩野 祐介 �特集「 字 圈における 書飜譯と信仰の表現」>コメン

ト アジア・キリスト敎・多元性14

岩野 祐介 コメント( 字 圈における 書飜譯と信仰の表現，パネ

ル， 究報 ，�特集>第74回學 大會紀 ) 宗敎 究

別 89

岩本 篤志 トハリスタンの佛敎 跡と玄 ：立正 による 査をふまえ

て 代史 究19

岩本 篤志 敦煌景敎 と洛陽景敎經 ： 代景敎 究と問題點の整理

(“宗敎と社會”2015年度夏期シンポジウム特集) 代史

究19

イザベル・アン
趙 靑 ［譯］

地における 敎と地方神 江西西山への 禮 地域ネッ

トワーク 『 敎の 地と地方神』

上杉 智英 思溪版大藏經 究の回 と課題 (東京大學における第六十七

回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學 究65(1)
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上田 信 風水 市・北京 (特集 シンポジウム 世･ 代における

市と開發：環境史の 點から) メトロポリタン史學12

魚 孝至 世日本における武 とその身心修行 性格 中

國・ 鮮の武 との比較を蹈まえて 『「心身╱身心」

と環境の哲學』

宇佐美 理［譯 ］
小笠 智
古 亮
田 訪
中 純夫
福谷 彬
松葉久美子
廖 飛

『朱子語 』 一四～一八譯 (8) 京 府立大學學 報

人 68

井 俊二［譯 ］ 徐霞客 記譯 稿 散 （一）：「溯江紀源」 埼玉大學紀

育學部65(2)

田 慶市 譯 經 究 新 局面：以『古新 經』爲 (河田悌一敎

授 日下恒夫敎授 休記念號) 關西大學中國 學會紀

37

涼子 ベトナムのミエン・ヤオの衣 ラオカイ省の事例を

中心に 『ミエン・ヤオの歌 と儀禮』

涼子 白 瑤および 隣「瑤族」の染織と衣 大 蹊大學紀

２

村 樹 先賢祭祀と 先祭祀：南宋後期における學校と先賢祠 史

學 究948

瓜生 中 學から學ぶ佛敎(第66回) 治維新に學ぶ(5～7)神佛分離と

廢佛毀釋 大法輪83(1,3,4)

瓜生 中 學から學ぶ佛敎(第69回) 治維新に學ぶ(8～12)幕府政治

と佛敎界を振り りながら 大法輪83(6～8,10,11)

ヴァンサン・ゴー
サール
森 由利亞［譯］

代江南における三茅君― 敎と寶 經における三茅君信

仰と 香 『 敎の 地と地方神』

江川 式部 北 隋 五代 山西南部佛敎石刻目 『隋 佛敎社會の基

構 の 究』

榎屋 也 吉藏の淨土思想：本迹二門を中心に 龍谷大學大學院 學

究科紀 38

『詩經』に於ける「逍遙」に就いて 二松學 大學東アジア

學 總合 究 集刊46
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『詩經』に於ける「逍遙」と「 翔」に就いて：齊風・載

の解釋を中心として 二松學 大學論集59

祐介 蕭子良における菩薩と統治 の合一：蕭子良と孔稚珪の問答

を して 武藏野大學佛敎 究 紀 32

王 維坤 在 の日本留學生井眞 の墓誌に關する 究： せて く

なられた矢野建一先生との共同 究の日々を偲ぶ (矢野建

一敎授 悼號) 專修人 論集99

王 媛 代の筆記にみられる異界と夢境と ：「 裳羽衣」の

立物語をめぐって (自然 探求ユニット)「エコ・フィロ

ソフィ」 究 Vol.10別 (10)

王 財源 中國古代哲學が鍼灸學の 立に與えた影 について： 子百

家よりの考察 關西醫療大學紀 10

大形 徹 中國の風水思想と洞天福地 「エコ・フィロソフィ」 究

Vol.10別 (10)

大形 徹 字 「東」と扶桑が結びつけられる理由 字學 究４

大形 徹 龍角考：その二、鹿の角 人 學論集34

大形 徹
仇 詩琪［譯］

南嶽衡山與洞天福地 是五嶽 是洞天（中國語)『 敎

の 地と地方神』

大澤 由 殷邁と管志 の『 嚴經』修證論解釋：錢 『 嚴經疏解

蒙鈔』の引用を中心として 駒澤大學大學院佛敎學 究會

年報49

大澤 由 趙大洲の『 嚴經』 義 をめぐって：嘉靖隆慶期の士大夫

と修證論 宗敎學論集35

大澤 由 「 經 」としての鐵眼 光：駒澤大學圖書 藏古活字版

『首 嚴義疏 經』を手掛かりにして 東アジア佛敎 究

14

大澤 由
劉

禪宗の と厠：「東司」「雪 」の語源を考える 駒澤大學

禪 史博物 紀 １

大柴 淸圓 『菩提心論』における「扶會阿字 寔」について (東京大

學における第六十七回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學

究65(1)

大柴 淸圓 論『三敎指 』眞作 高野山大學密敎 究 紀 29

大塚千紗子 「外 」なる尼：『日本靈異記』下 第十九 をめぐって 日

本 學65(2)

大西 和彥 16世紀ベトナムにおける 敎の展開 洞天福地 究６
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大野 裕司 淸華大學藏 國竹 『筮法』における占 の多重構 字

學 究４

大橋 由治 中華書局刊行新舊『 神記』收 話の對照(3) 大東

大學 學會誌55

大松 久規 『續高 傳』 禪 に見られる禪 (東京大學における第六

十七回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學 究65(1)

大松 久規 『釋禪波羅蜜 第法門』「安心禪門」 び「治病患」の註釋

究 曹洞宗 究員 究紀 46

大屋 正順 淨土敎關係敦煌 寫本の 究：『佛 無量壽經 上』(羽六

〇五)と『釋淨土群疑論第七』(羽〇二一)について 佛敎

究60

岡部 隆志 橋后(チヤオホー) 會 査報 ： 面舞と神懸かり アジ

ア民族 究15

岡村 秀典 雲岡中期における佛敎圖像の變容 東方學報91

岡村 秀典 紀年銘をもつ神 鏡の新例 史林99(5)

岡村 秀典 雲岡石窟における大型窟の 年 (特輯 雲岡石窟) 國華

122(2)

小川 隆 禪宗語 入門讀本(26)雲巖と洞山(下) 禪 240

小川 隆 禪宗語 入門讀本(27・28)巖頭と雪峯(上・下) 禪

241・242

小川 隆 天龍寺派管長・佐々木容 老師にきく『臨濟 』と臨濟禪師

の心 (特集 驀 す、臨濟 ) 禪 239

小川 隆 讀む禪語小辭典 (禪宗入門) 別 太陽：日本のこころ239

小川 隆 宋代の禪宗史 (禪宗入門)― (禪の 史) 別 太陽：日

本のこころ239

野 光賢 吉藏の法華經 (東アジア佛敎と『法華經』，パネル， 究報

，�特集>第74回學 大會紀 ) 宗敎 究 別 89

野 光賢 釋 の 言： 敎經(ゆいきょうぎょう)(特集 釋 の死・

涅槃(ねはん)と敎え)― (涅槃とはなにか) 大法輪

83(2)

尾崎 謝靈 の�佛影銘」について：法顯の中國 とのかかわりか

ら 東方學132

織田 顯祐 「因中 果」と「因中有果」の い：『 信論』理解の中心點

(第４回學 大會テーマ 東アジア佛敎における『大乘 信

論』 ) 東アジア佛敎學 論集４

恩田 裕正［譯 ］ 朱子語 譯 (17) 古69
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晉華
村田 みお［譯］

『古典禪 究』序論 禪 究 紀 33

影山 子 代の 天祠：考古 料による 討 (“宗敎と社會”2015年度

夏期シンポジウム特集) 代史 究19

影山 子 中國北部に移 したソグド人の葬 について： 米の博物

が分藏する石棺床圍屛のCGによる復元 關西大學アジア

究センターディスカッションペーパー13

加固理一 李商 の詩歌と佛敎：時空 識と典故表現について 中國

74

加 和德 石佛論考 置賜の 世「 崖佛」 ：靑面金剛像と 字塔

を中心に 日本の石佛160

角屋 彥 の�治療世界>：�氣>の�桃源 > 美學園大學總合

政策論集22

角屋 彥 雄々しき ・ 美學園大學藝 報 究25

角屋 彥 める ・ 美學園大學藝 報 究25

角屋 彥 錢乙(せんいつ)の�治療世界>：ケア・キュア・コア 美

學園大學總合政策 究紀 27

金子 昭 天理臺灣學會第25回記念大會フォーラム「臺灣の傳 宗敎」

報 (天理臺灣學會 第25回記念 究大會記念號) 天理臺

灣學報25

蒲 豐彥 義和團事件 夜のキリスト敎會 東洋史 究 75(2)

神塚 淑子 六 敎と『莊子』：『眞 』・靈寶經・陸修靜 名古屋大學

學部 究論集(哲學)62

榧木 亨 『律呂新書』における二つの候氣 (河田悌一敎授 日下恒夫

敎授 休記念號) 關西大學中國 學會紀 37

河合 洋 「世界 產」と景 生：圓形土樓と圍龍屋の比較 究 國

立民族學博物 査報 136

河合 洋 景 の競合と相律：「客家の故 」における一考察 人

學81(1)

川添 裕希 中國吉林省吉林市の 敎廟信仰 西郊民俗236

川原 秀 數三論 朱子學は 數學か 『中國傳統社會におけ

る 數と思想』

菅野 博史 吉藏の涅槃經 ：『涅槃經 』を中心として (東京大學に

おける第六十七回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學 究

65(1)

― 10―



東方宗敎（日本衜敎學會）130號 2017年

菅野 博史 中國における『法華經』の思想の受容(東アジア佛敎と『法

華經』，パネル， 究報 ，�特集>第74回學 大會紀 )

宗敎 究 別 89

菅野 博史 パネルの 旨とまとめ(東アジア佛敎と『法華經』，パネル，

究報 ，�特集>第74回學 大會紀 ) 宗敎 究 別

89

菅野 博史
孫 茂霞

白鶴美 藏『大般涅槃經集解』寫本について： 第1-3、

18-20の校勘 東アジア佛敎 究14

木 堯大 天臺宗における授戒儀禮と戒壇院の 義 儀禮 學會紀

：儀禮 (3・4)

氣賀澤保規 河北曲陽の八會寺隋佛敎石經とその背景 『隋 佛敎社會の

基 構 の 究』

氣賀澤保規 隋 墓誌の發見とその復元― 政治史の一側面― 『隋

佛敎社會の基 構 の 究』

北島 信一 見直される中國 南北 を訪ねて(3)天界の書畫 聚美18

北島 信一 見直される中國 南北 を訪ねて(完)古代の書畫論をひも解

く 聚美19

橘川 智昭 期唯識思想の人 本質 『「心身╱身心」と環境の哲

學』

衣川 賢 禪學札記 園大學 學部 究紀 48

木村 得玄 檗宗の 史 (禪宗入門)― (禪の 史) 別 太陽：日本

のこころ239

金 香 中國人キリスト の「譯語論 」への參加( 字 圈にお

ける 書飜譯と信仰の表現，パネル， 究報 ，�特集>

第74回學 大會紀 ) 宗敎 究 別 89

金 香 �特集「 字 圈における 書飜譯と信仰の表現>中國人

キリスト の「譯語論 」への參加 アジア・キリスト

敎・多元性14

金 香 Godの譯語「上 」：中國語、日本語と 鮮語の場合 日本

の神學55

金 坤 身 山の 東佛敎關 料について (東京大學における第六

十七回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學 究65(1)

金 坤 韓國における『法華經』 究史(東アジア佛敎と『法華經』，

パネル， 究報 ，�特集>第74回學 大會紀 ) 宗敎

究 別 89
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工 元男 郡縣少吏と 數 「日書」からみえてきたもの 『中

國傳統社會における 數と思想』

工 量 慧影『大智度論疏』引用の 安『淨土論』について：東晉・

北 いずれの 安か (東京大學における第六十七回學 大

會紀 (1)) 印度學佛敎學 究65(1)

久保田正宏 蒙潤の 他不思議境解釋について (東京大學における第六十

七回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學 究65(1)

久保田正宏 宋代天臺における六 の展開―六 と理事兩種三千の對應

關係をめぐって― 東洋の思想と宗敎33

熊澤 美弓 世武家における神 白澤の受容 愛知縣立大學 字 財

究 紀 ２

倉田 子 究フォーラム 代中國とキリスト敎 (世界史の 究

(249)) 史と地理699

倉本 德 阿彌陀佛となる誓願：龍門石窟藥方洞「究竟莊嚴安 淨土

佛銘記」小考 (高野山大學における第六十六回學 大會紀

(2)) 印度學佛敎學 究64(2)

倉本 德 刻經から見た の佛敎：小南 石窟・北 堂山石窟を中心に

中國考古學16

倉本 德 法琳の 作との比較から見た 功
言『三敎不齊論』の特 につ

いて 『 澄・空 將來『三敎不齊論』の 究』

グエン ティ・
オワイン

ベトナムと日本における法華經信仰：古典から探る (日本

する法華經)― (日本に融け む『法華經』) アジア 學

202

グエン ティ・
オワイン

日本とベトナムにおける法華經信仰について：古典から探す

比較日本學敎育 究センター 究年報12

劍持 翔伍 玄宗皇 の隷書 書論42

小島 孝之 名書き經典について：傳西行筆法華經 喩品切をめぐっ

て (日本 する法華經)― (日本の典 としての『法華

經』) アジア 學202

小南 一 中國 世の宗敎 藝 (特集 中國學の眺 ) 國學院 誌117

小南 沙 圓仁將來目 の 究：『日本國承和五年入 求法目 』と

『慈覺大師在 』の 本の分析 京 女子大學大學

院 學 究科 究紀 史學 15

小峯 和 長安・大興善寺という磁場：日本 と新羅 たちの長安・異

交流の 學史をめざして (日本 學のなかの�中國>)

― (東アジアの 學圈) アジア 學197
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根友 家・ 敎の身體論：「坐 」について( る・坐る・ る―

「身體」をめぐる思想と宗敎 ―，パネル， 究報 ，

�特集>第74回學 大會紀 ) 宗敎 究 別 89

春燕 萬里集九の莊子受容 語學敎育 究論叢33

春燕 萬里集九の老子受容 外國語學 究17

後 史孝 曇鸞における一念と十念について 佛敎 學會紀 25

後 康夫 代における『因 入正理論』についての一論 ：中國・日

本での理解(上) 岐阜 德學園大學佛敎 究 紀 16

高 兵兵 日本古代 侶の 雨と長安靑龍寺：圓珍「靑龍寺降雨 話」

の 立背景を考える (日本 學のなかの�中國>)― (東

アジアの 學圈) アジア 學197

高 陽 『大 西域記』と金澤 庫保管の 草『西域記傳抄』(日本

學のなかの�中國>)― (東アジアの 學圈) アジア 學

197

河野貴美子 『日本靈異記』における『法華經』語句の利用 (日本 する

法華經)― (日本の典 としての『法華經』) アジア 學

202

河野貴美子 日本 學史における『日本靈異記』の 義：その表現と存在

(特集 日本靈異記：その 學史 位置附けを考える) 上

代 學116

河野 哲也 張した自己の境界と倫理 『「心身╱身心」と環境の哲學』

洪 伊 �特集「 字 圈における 書飜譯と信仰の表現」> 鮮

島における 書飜譯 考察―キリスト敎受容 の立場を中

心に― アジア・キリスト敎・多元性14

洪 伊 鮮 島での 書飜譯 考察：キリスト敎受容 の立場を中

心に( 字 圈における 書飜譯と信仰の表現，パネル，

究報 ，�特集>第74回學 大會紀 ) 宗敎 究 別

89

「辭舊」「 新」：上 市民衆の年末年始行事の實態(1) 貿易

風：中部大學國際關係學部論集11

興膳 宏
吉川 忠夫
狹 直樹［他］

先學を語る：福永光司先生 (先學を語る：福永光司先生)

東方學131

興膳 宏［譯 ］ 金樓子譯 (7) 中國 學報87

之 より考える占卜の技 と 『中國傳統社會にお

ける 數と思想』

― 13―



東方宗敎（日本衜敎學會）130號 2017年

佐々木 新譯『大方廣佛華嚴經』 讀史における喜 撰『新譯華嚴經

義』の 訓點語と訓點 料136

佐々木 倉時代における「五部大乘經」構 經の轉換に見られる宋

版一切經の影 倉 究38

佐 厚 15世紀， 鮮が琉球に った佛典：世 の刊經事業との關

(鈴木泰敎授 仲川恭司敎授 樋口淳敎授 職記念號) 專

修人 論集98

佐 『華嚴五敎 』に於ける煩 論 (東京大學における第六十七

回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學 究65(1)

佐 『華嚴五敎 』に於ける行位論(第七部會， 究報 ，�特集>

第74回學 大會紀 ) 宗敎 究 別 89

佐 大樹 紙錢 俗の源流としての 錢について： 代の紙錢と 錢の

比較を中心に 駒澤大學禪 史博物 紀 １

佐 秀孝 少林妙崧と杭州の五山禪林：拙庵德光・濟顚 濟・長翁如

淨・浙翁如 ・無準師範・玉㵎光瑩らとの關わり 駒澤大

學佛敎學部 究紀 74

査 屛球
渡部 雄之［譯］

西域の佛から東土の 士へ： 代維 詰圖題詩の變 中國

中世 學 究67

査 屛球
渡部 雄之［譯］

西域の佛から東土の 士ヘ：宋代維 詰圖題詩の變 (特集

書蹟と繪畫) 白居易 究年報17

崔 恩英 安澄の『中論疏記』に見られる聰法師『 實論 』に關する

考察 (高野山大學における第六十六回學 大會紀 (2))

印度學佛敎學 究64(2)

蔡 《朱子語 》における方向補語 語學敎育 究論叢33

齊 隆信 譯 としての彥 (東京大學における第六十七回學 大會

紀 (1)) 印度學佛敎學 究65(1)

齊 隆信 無名の彥 は有名だった：中國佛敎 究の死角 (第10回 佛

敎史學入門 座) 佛敎史學 究58(2)

齋 智 『 代法寶記』考：山居修 と居士佛敎 集刊東洋學115

坂田 一 中國トン族の 俗：廣西三江縣の事例を中心に 御影史學論

集41

澤崎 久和 晁 『法藏 金 』 收白居易關係 料譯 稿(1) 白居易

究年報17

櫻井 智美 中國における蒙元時代（モンゴル時代）石刻 究の 線

『隋 佛敎社會の基 構 の 究』
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櫻井 唯 智 撰『金剛般若經略疏』の思想 位置づけについて 東洋

の思想と宗敎33

三宮 千佳 中國北魏金銅佛の鑄 技法の 討：佐野美 藏天建元年銘

靑銅如來坐像光背火焔 の 現實 を して 富山大學藝

學部紀 10

史 經鵬
松森 秀幸［譯］

南北 時代の佛性 に關する一考察：P.3291を中心に 東

アジア佛敎 究14

史 乃 奉敎士人と在華イエズス會「上 路線」の展開：徐光 と宣

敎師サンビャシとの交際を中心に 九州大學東洋史論集44

繁原 央 舜子譚傳承考： 子いじめと 人故事 (特集 中國學の眺 )

國學院 誌117

繁原 央 中國民 故事集 、 書、叢書：民 故事の整理 況 比較

民俗學會報36(4)

柴 佳世乃 法華經と讀經 ：藝 としての法華經讀誦 (日本 する法華

經)― (日本の典 としての『法華經』) アジア 學202

柴 佳世乃 法華經と讀經 ：藝 としての法華經讀誦 比較日本學敎育

究センター 究年報12

朱 燕 1920年代中國における反キリスト敎 動と中國キリスト敎會

の本色 治學院大學キリスト敎 究 紀 48

朱 燕 中國の共產 義と反キリスト敎 動―1922年の世界キリスト

敎學生同盟會議の開催への反對 アジア 究 62(3)

正律 代畫像石における龍の圖像について ―第一分布區 ―

アジア 究６

正律 動物圖像の識別について： 畫像石における龍の圖像を中心

に 東アジア 交 究９

裕 皆 自然・藝 ・宗敎・自我―《石門 字禪》中景畫詩禪之交融

「エコ・フィロソフィ」 究 Vol.10別 (10)

『 堂集』における「亭 栢樹子」問答について 集刊東洋

學114

徐 亦猛 中國キリスト 耀宗における平和 義思想の變 (特集

續・東アジアキリスト敎史から考える暴力) キリスト敎

８

徐 少華
草野 友子［譯］

楚の 陸 とその妻女 貴の傳 に關する一考察：淸華

『楚居』を手がかりとして (出土 究) 中國 究集刊

62
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越 淨土經典における「蓮華 生」について (高野山大學におけ

る第六十六回學 大會紀 (2)) 印度學佛敎學 究64(2)

越 『大阿彌陀經』における「 」 武藏野大學佛敎 究

紀 32

辛 賢［譯 ］ 『朱子語 』 第一百 子之書 譯 (その３) 大 大學大

學院 學 究科紀 56

新田 優 敦煌本『提謂波利經』 本の關係について―附「引 一 」

「『提謂波利經』本 ・引 對照」 仙石山佛敎學論集８

司 曲直瀨玄朔『當門下之法則』と陰德の思想：『千金 方』の

受容と展開 名古屋大學中國哲學論集15

陣 維 早期の魯 のキリスト敎 識について：エレミヤ「哀歌」と

神への 價を例に (河田悌一敎授 日下恒夫敎授 休記念

號) 關西大學中國 學會紀 37

ジラール フレデ
リック

ヨーロッパにおける佛敎の 態 (平 26年度 武藏野大學佛

敎 究 催 國際シンポジウム報 世界に廣まる佛

敎の現 と未來：カナダ、韓國、中國、フランス) 武藏

野大學佛敎 究 紀 32

末木 美士 古則解釋の兩方向：「雲巖大悲手眼」をめぐる『碧巖 』と

『正法眼藏』 禪 究 紀 33

末木 美士 佛敎における身體性の問題 キリスト敎との對比から

『「心身╱身心」と環境の哲學』

末永 高康 の の 元について 中國 究集刊62

末森 薫 敦煌莫高窟早期窟千佛圖の規則 描寫法：第二五四窟の空

設計における千佛圖の機能 佛敎藝 347

末森 薫 敦煌莫高窟北 期における石窟 營の展開：千佛圖の描寫

設計を中心として 中國考古學16

末森 薫 シルクロード 究 線 敦煌莫高窟を る千佛壁畫 季刊

民族學40(4)

杉山 裕俊 『安 集』と『續高 傳』について 佛敎 學會紀 25

鈴木 健太 般若經註釋 における「小乘」について (高野山大學にお

ける第六十六回學 大會紀 (2)) 印度學佛敎學 究

64(2)

鈴木 昶 方醫家傳(13)～(24) 方療法19(10～12),20(1～9)

鈴木 實 『日本靈異記』における「護法善神」：景戒の神佛關係 識を

めぐって 社會 史學59
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隅田 眞德 臨床 座 六氣の治療考察： の氣から三の氣 方鍼醫：

方鍼醫會學會誌39

石 吉岩 『 信論』と『 信論』 釋書の阿梨耶識 (第４回學 大

會テーマ 東アジア佛敎における『大乘 信論』 ) 東ア

ジア佛敎學 論集４

關 悠倫 『釋 訶衍論』における衆生心解釋：立義分 示解釋を中心

に 佛敎 學會紀 25

錢 曉波 「 思想」に れる分身の物語：『鶴唳』論 (谷崎潤一

中國體 と物語の力)― (中國體 と物語) アジア 學

200

禪 究 代
語 究班

『 堂集』 一〇譯 (一) 禪 究 紀 33

曺 勢仁 基撰とされる『阿彌陀經疏』の 本について (東京大學にお

ける第六十七回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學 究

65(1)

孫 翔宇 尹志平時代における 眞敎の 張：山西地方の世侯との交流

を中心に 79(3・4)

田 仁 古代中國の民 信仰に見る齋宮 佛敎大學大學院紀 44

田中 和夫 親鸞六字釋と密敎の 究 アジア社會 究17

田中 和夫 親鸞六字釋の 究 東アジア佛敎 究14

田中 雄 敎の十王儀禮の展開： 齋と十方 (特集 中國學の眺 )

國學院 誌117

田中 雄 敎(どうきょう)の地獄と救い (特集 佛敎と世界の《地獄

事典》)― (世界の地獄) 大法輪83(7)

田中 良 『乾 鑑』 探 東洋 究199

髙瀨奈津子［譯 ］
江川 式部

釋 『封氏聞見記』譯 (3) 札幌大學總合 究８

髙瀨奈津子 代の墓誌 (世界史の 究(248)) 史と地理696

髙瀨奈津子 則天武后による儀鳳の 利頒布―山西 州の梵境寺儀鳳三年

利塔銘をてがかりに― 『隋 佛敎社會の基 構 の 究』

高田哲太 『淮南子』の太一： 家の 提 (寺田隆信博士 悼論 集)

東北大學東洋史論集12

高田哲太 『淮南子』の己：國家簒奪の書 名古屋大學中國哲學論集15

髙津久仁枝 日本に現存する一山一寧禪師 蹟(紀年のあるもの)の整理

(2015年度 京 ・宗敎系大學院 合 催 院生發表會 )

京 ・宗敎論叢10

― 17―
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髙津久仁枝 日本に 存する一山一寧禪師 蹟とその 年稿 書法 學

究18

髙橋( 原)あやの 五宮から三垣へ：星座分 の變 の考察 東方宗敎128

高橋 眞作 倉・光 寺藏「十八羅 び 宣律師像」について：宋代

張玄 羅 圖と中世律家 佛敎藝 347

高橋 淸吾 續 義 經絡と經穴と臨床(7)太陰脾經・陽 胃經 方鍼

醫： 方鍼醫會學會誌38

高橋 淸吾 續 義 經絡と經穴と臨床(8) 陰心 經・少陽三焦經

方鍼醫： 方鍼醫會學會誌39

高橋 睦美 玄宗『 德眞經』御疏の思想 特 ：「 玄宗御製 德眞

經疏釋題」を手がかりに 集刊東洋學115

高松 壽夫 惠雲の生物學 義：『妙法蓮華經釋 』 引「惠雲云」

の言 (衝 と融合の東アジア 史)― ( 史の記 、

佛 の言 ：植物・生物をめぐる) アジア 學199

竹田 健二 淸華 『湯在啻門』における氣 (出土 究) 中國 究

集刊62

武田 時昌 外來 演 五行六氣の數理と醫 ：四時循環のサイエンス

方鍼醫： 方鍼醫會學會誌39

武田 時昌 平 二十七年度 神農祭記念 演 東アジアの萬能藥 斯

128

武田 時昌 六不治と四 中國醫學パラダイムの 數學 考察

『中國傳統社會における 數と思想』

竹貫 元 臨濟宗の 史 (禪宗入門)― (禪の 史) 別 太陽：日本

のこころ239

舘 隆志 溪 隆の出身地についての一考察： 溪という 號を蹈ま

え 禪學 究94

舘 隆志 禪宗史年表 (禪宗入門) 別 太陽：日本のこころ239

舘 隆志 曹洞宗の 史 (禪宗入門)― (禪の 史) 別 太陽：日本

のこころ239

龍谷 孝 天英祥貞 『無門關抄』の 究 ―室町期曹洞禪 による

看話禪受容の實態― 駒澤女子大學 究紀 23

玉置奈保子 代後期日用 書武備門の構 和 語 究14

建恩 中國布努ヤオ族の銅鼓 と民族アイデンティティ(第十四

部會， 究報 ，�特集>第74回學 大會紀 ) 宗敎 究

別 89
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譚 靜 儀禮實 から見たミエン儀禮神畫の使用 瑤族 究

訊５

譚 靜 山系瑤族（ミエン）に見る「三淸神」について―中國湖南

省永州市藍山縣の儀禮神畫・儀禮 ・儀禮實 からの考

察― 『ミエン・ヤオの歌 と儀禮』

千賀 由佳 小 中の白蓮敎形 探：『七 平妖傳』を して 東京大

學中國語中國 學 究室紀 19

池 麗 宣の 生と『續高 傳』 稿本の 立 日本古寫經 究

究紀 １

張 硯君 白 天 殊 身 の生 と展開 白居易 究年報17

張 雪松 河西曇曠と 譯『大乘 信論』 (第4回學 大會テーマ 東ア

ジア佛敎における『大乘 信論』 ) 東アジア佛敎學

論集４

張 良 靈辯の『華嚴經論』と『十 毘婆沙論』 (東京大學における

第六十七回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學 究65(1)

張 良 中國の佛敎について (平 26年度 武藏野大學佛敎 究

催 國際シンポジウム報 世界に廣まる佛敎の現 と

未來：カナダ、韓國、中國、フランス) 武藏野大學佛敎

究 紀 32

張 良 宗密の『大乘 信論』 ：宗密の敎 論を中心に (第４回學

大會テーマ 東アジア佛敎における『大乘 信論』 )

東アジア佛敎學 論集４

張 良
大澤 由［譯］

中國華嚴宗における『法華經』：華嚴宗の 敎 を中心とし

て 東アジア佛敎 究14

張 麗山 代中國の土公信仰：四川と雲南を中心として 東方宗敎127

趙 東
柳 幹康［譯］

譯『妙法蓮華經』法師功德品に見える「六根淸淨」の 味

と天臺智 の解釋 東アジア佛敎 究14

陳 東 『大乘 信論』 撰 と 麟 (第４回學 大會テーマ 東ア

ジア佛敎における『大乘 信論』 ) 東アジア佛敎學

論集４

陳 東 太鼓腹の彌勒は佛敎なのか―布袋和 傳記考― 『「心身╱身

心」と環境の哲學』

陳 小法
張 徐依

西湖と ：日本五山禪 の西湖印 を中心に (衝 と融合の

東アジア 史)― (イメージと 報の傳播、筆談、コミ

ュニケーション) アジア 學199
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陳 良忠と元照の淨土敎：『 經疏傳 記』を手掛かりに (高野

山大學における第六十六回學 大會紀 (2)) 印度學佛敎

學 究64(2)

陳 顯 『楷定記』と宋代天臺淨土敎との對論 (東京大學におけ

る第六十七回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學 究65(1)

三 江南小 鎭の民 祭祀と地域社會 宗敎學論集35

三 平 二十四坊について：江南小 鎭の祭祀共同體 佛敎經濟

究45

辻本 俊 元曉と世親『無量壽經論』 東アジア 究64

土田健 朱熹の「敬」―儒敎 修 法の試み― 『「心身╱身心」と環

境の哲學』

土田 秀 王陽 の詩にあらわれた佛敎への一考察 白山中國學22

土屋 太祐 『一夜碧巖』第二則譯 東洋 究 紀 169

土屋 昌 洞天思想と自然環境の問題 「エコ・フィロソフィ」 究

Vol.10別 (10)

土屋 昌 李白と司馬承禎の洞天思想 洞天福地 究６

土屋 昌 紫柏山と 敎 洞天福地 究６

土屋 昌 第一大洞天王屋山の 立 『 敎の 地と地方神』

角田 隆眞 智門光祚の頌古についての 究 駒澤大學大學院佛敎學 究

會年報49

角田 隆眞 智門光祚の傳記と思想 宗敎學論集35

角田 隆眞 香林澄 の傳記と思想 駒澤大學佛敎學部論集47

井 直子 孝子傳、二十四孝と盂 盆經 ：佛敎と 學 京 語 23

手島 崇裕 高麗と北宋の佛敎を介した交 について―入宋 を中心に―

『「心身╱身心」と環境の哲學』

亮 狐仙信仰の現在：湖北省丹江口市の農村社會における大仙・

西仙祭祀をめぐって 比較民俗 究30

亮 狐 故事の特 と 型：湖北省丹江口市六里 鎭伍家溝村の

口頭傳承を事例に 史民俗 料學 究21

寺西 貞弘 奈良時代における「讀經」と「誦經」 日本 史823

田 天
富 嘉吟［譯］

北大秦 祠 書 探： ねて 家臺「病方 」の構 に ぶ

(國際シンポジウム「 字 の現在」特集) 學林63

土肥 義和 第五四八回 大宋沙門 圓三藏の西域求法の (彙報 二〇一

五年度 期東洋學 座 演 旨 語 料を じて見た

陸アジアの 民族) 東洋學報：東洋 庫和 紀 97(4)

東 方 學 會 福永光司先生略 (先學を語る：福永光司先生) 東方學131
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董 涛 『山 經圖 』のテキストについて 東方宗敎127

堂薗 淑子 謝靈 の 學と『眞 』―「有待」「無待」の語を中心に

日本中國學會報68

時枝 務 經塚に埋 された法華經 (日本 する法華經)― (『法華經』

のかたち) アジア 學202

冨田 繪美 張湛『列子 』における神仙思想の受容 東洋の思想と宗敎

33

善之 光背の火炎表現について：中國 期石 佛を中心に(第十四

部會， 究報 ，�特集>第74回學 大會紀 ) 宗敎 究

別 89

中嶋 隆藏 淨慧法師の「生活禪」における「當下」の思想 東洋古典學

究41

中田 美繪 代中國におけるソグド人の佛敎「改宗」をめぐって 東洋

史 究75(3)

中西 俊英 『十門和諍論』における會 の方法とその 邊 (東京大學に

おける第六十七回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學 究

65(1)

中西 俊英 超『隨聞 科自防 集』における 法とその 邊 (高野

山大學における第六十六回學 大會紀 (2)) 印度學佛敎

學 究64(2)

仲畑 信 『史記』の記す老子の生卒年と「後何年」という記 につい

て アジア史學論集10

永井 崇弘 代の 譯 書における 區分について：プロテスタントに

よる新約 書を中心に (河田悌一敎授 日下恒夫敎授 休

記念號) 關西大學中國 學會紀 37

永井 崇弘 モリソンの 譯新約 書本 における異同箇 について 井

大學敎育・人 社會系部門紀 1

永井 政之［譯 ］
正

五十嵐嗣
角田 隆眞
大澤 由
德 護
長谷川淳一

『宋會 』 釋部訓 (11) 駒澤大學佛敎學部論集47

永塚 治 新出の 中 『婚姻 抄』 び『婚姻 傳』の解題・飜

刻 醫譚104

長澤 志穗 �特集「 字 圈における 書飜譯と信仰の表現」>まえが

き アジア・キリスト敎・多元性14
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長澤 志穗 �特集「 字 圈における 書飜譯と信仰の表現」>日本正

敎會譯 書における「神」の 語としての 行き―中井木

菟 呂の信仰と思想を手がかりに― アジア・キリスト

敎・多元性14

長澤 志穗 パネルの 旨とまとめ( 字 圈における 書飜譯と信仰

の表現,パネル， 究報 ，�特集>第74回學 大會紀 )

宗敎 究 別 89

長澤 元夫 方藥物學入門：甘草 傳統と醫療22(2)

長澤 元夫 方藥物學入門：大棗 傳統と醫療22(3)

長宗 博之 曇鸞の淨土 に關する一考察 (高野山大學における第六十六

回學 大會紀 (2)) 印度學佛敎學 究64(2)

二階堂善弘 州の廟と祭神について 關西大學東西學 究 紀 49

二階堂善弘 民 信仰から見た『水滸傳』の特殊性 (河田悌一敎授 日下

恒夫敎授 休記念號) 關西大學中國 學會紀 37

二階堂善弘 「大雄寶殿」考 東アジア 交 究９

二階堂善弘 武當山・龍 山・佛山 廟の元帥神 『 敎の 地と地方神』

二松學 大學宋
料輪讀會里仁
班［譯 ］

『朱子語 』 二六～ 二九譯 (3・4) 陽 學26

二ノ宮 聰 北京の九娘娘信仰について (河田悌一敎授 日下恒夫敎授

休記念號) 關西大學中國 學會紀 37

二ノ宮 聰 國際學界動向 第一 國際 敎 中國宗敎 究靑年學 論壇

について 東方宗敎127

西川 靖二 易略例』 變における『繫辭傳』の影 について(下)

龍谷紀 37(2)

西口 芳男 臨濟義玄と『臨濟 』 究の今 (特集 驀 す、臨濟 ) 禪

239

西澤 治彥 跪 の誕生とその變 『「心身╱身心」と環境の哲學』

西野 翠 『維 經』と「無盡灯の法門」 大正大學綜合佛敎 究 年報

38

野口 善敬 元代以降の禪宗史 (禪宗入門)― (禪の 史) 別 太陽：

日本のこころ239

野 史［譯 ］ 易正義訓讀：隨卦・ 卦 東洋古典學 究41

野 史［譯 ］ 易正義訓讀：臨卦・ 卦 東洋古典學 究42

野村 俊一 禪の建築 (禪宗入門)― (禪の美) 別 太陽：日本のここ

ろ239
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野村 卓美 『淸淨法行經』の 究：三菩薩と三 人の對應關係 考

藝論叢86

野村 卓美 『淸淨法行經』の 究：七寺本『淸淨法行經』の「飜刻」と

「訓讀」をめぐって 藝論叢87

野村 英登 陽 學の 代 における身體の行方：井上哲 の中江 樹

理解を中心に (自然 探求ユニット)「エコ・フィロソフ

ィ」 究 Vol.10別 (10)

長谷部英一 中國醫學における心身關係 『「心身╱身心」と環境の哲學』

馬 雲超
窪田 藍［譯］

中日學 の井眞 墓誌に關する 究 專修大學社會知性開發

究センター古代東ユーラシア 究センター年報２

馬 西沙
松下 信［譯］

寶 と 敎の煉 思想について 皇學 大學 究開發推 セ

ンター紀 ２

馬 駿 和 する法華經：『本 法華 記』の表現と發想 (日本 す

る法華經)― (日本に融け む『法華經』) アジア 學

202

馬 駿 『本 法華 記』の比較 學 究：表現の和 を中心に 比

較日本學敎育 究センター 究年報12

馬場理惠子［譯 ］
大川 俊隆
小寺 裕
角谷 常子
武田 時昌
田村
張替 俊夫
吉村 昌之

『九 算 』譯 稿(22) 大 產業大學論集.人 ・社會科

學 26

蜂屋 夫 老子隨想(17～28) 大法輪83(1～12)

蜂屋 夫 出土『老子』と『老子』解釋の新局面：楚 『老子』・帛書

『老子』・ 『老子』のもたらしたもの (特集 の

新 報) 日本語學 35(10)

濱田 瑞美 敦煌莫高窟第三二三窟考：圖 構 と宗敎 機能をめぐって

國華 121(9)

濱田 瑞美 中國四川省 峽市 置寺 崖第３ の圖像について：阿彌陀

五十三佛の 像構 をめぐって 濱美 大學敎育・ 究

紀 ６

濱野 亮介 による無祀鬼神祭祀政策―祭厲制度と蔣山法會 ― 東

方學報91
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林 淸 「布袋和 字記」 劇に描かれた佛敎 素について：中

國 世における庶民の佛敎理解と彌勒信仰を焦點に (河田

悌一敎授 日下恒夫敎授 休記念號) 關西大學中國 學

會紀 37

原 孝治 子非 補正 大東 大學 學會誌55

原 孝治 子非命 補正 大東 大學 學會誌55

原 孝治 子非儒 補正 大東 大學 學會誌55

原口志津子 長松山本法寺藏「法華經曼荼羅圖」に見る 代からの 承と

新奇性 (日本 する法華經)― (『法華經』のかたち) ア

ジア 學202

原口志津子 富山市八尾町本法寺藏「法華經曼荼羅圖」について 比較日

本學敎育 究センター 究年報12

君亮
廣瀨 直記［譯］

雁蕩山と 敎― 敎と民 信仰との關係を ね 『 敎の

地と地方神』

日沖 直子 �特集「 字 圈における 書飜譯と信仰の表現」>高橋五

譯『 福 書』をめぐって― 治のカトリック敎會につ

いての一考察― アジア・キリスト敎・多元性14

日比 宣仁 潅頂の戒律 ：十種戒を中心として (高野山大學における第

六十六回學 大會紀 (2)) 印度學佛敎學 究64(2)

肥田 路美 安嶽臥佛院の刻經と涅槃大佛― 代四川の佛敎社會基 構

の一 面 『隋 佛敎社會の基 構 の 究』

肥爪 二 日本 字 史から見た法華經 (日本 する法華經)― (日本

の典 としての『法華經』) アジア 學202

肥爪 二 日本 字 史から見た法華經 比較日本學敎育 究センター

究年報12

平澤 王 「奏群神爲五部兆」の構 ―劉 三統理論との 似につ

いて― 『中國傳統社會における 數と思想』

廣田 嗣 『大日經義釋』における行 の 疾 佛―『 心論』との關

係について― 論叢アジアの と思想25

廣田 律子 盤王愿儀禮 序（2011年 家愿儀禮 序） 瑤族 究

訊５

廣田 律子 儀禮における歌 ―「大歌」の讀誦詠唱される 家願儀禮を

事例として― 『エン・ヤオの歌 と儀禮』

福井 順 『安 集』の「 信求 」について (東京大學における第六

十七回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學 究65(1)

― 24―



東方宗敎（日本衜敎學會）130號 2017年

福井 順 中國における淨土敎の 大について： 綽の活動を一例とし

て (2015年度 京 ・宗敎系大學院 合 催 院生發表會

) 京 ・宗敎論叢10

福島 惠 代における景敎徒墓誌：新出「 墓誌」を中心に (“宗

敎と社會”2015年度夏期シンポジウム特集) 代史 究

19

福島 惠 隋 期における墓誌史料の 究基盤 報の統計分析 學 院

大學國際 究敎育機構 究年報２

福田 哲之 國竹 入門 國竹 字 究略 字學 究４

福田 哲之 淸華 『良臣』・『 辭』の書寫 ：國別問題 考 (出土

究) 中國 究集刊62

福本 郁子 『詩經』「 風」詩考 二松學 大學論集59

井 敎公 元曉『涅槃宗 』における『二障義』の引用について (東京

大學における第六十七回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學

究65(1)

井 敎公［譯 ］ 智 撰『維 經 疏』譯 (4) 國際佛敎學大學院大學 究

紀 20

井 敎公 『妙法蓮華經』の古形 (高野山大學における第六十六回學

大會紀 (2)) 印度學佛敎學 究64(2)

井 淳 代宗敎史の結 點としての 功
言『三敎不齊論』 『 澄・

空 將來『三敎不齊論』の 究』

井 淳 澄・空 來になる 功
言『三敎不齊論』より得られた知見

について 『 澄・空 將來『三敎不齊論』の 究』

井 淳 一神敎と多神敎の 念 考 春秋584

野 泰二 吉藏による 義の理解について (高野山大學における第六

十六回學 大會紀 (2)) 印度學佛敎學 究64(2)

元 裕二 佛涅槃圖 國華121(10)

舩田 淳一 �法華經儀禮>の世界：平安時代の法華 會を中心に (日本

する法華經)― (日本に融け む『法華經』) アジア

學202

古川 賢 『臨濟 』の世界：私たちの今日の課題として讀む (特集 驀

す、臨濟 ) 禪 239

古川 賢 禪の見方、考え方(4)私とは何 か：己自究 (こじきゅうめ

い)(1～3) 禪 240～242

フレデリック・ク
レインス

江 期における物心二元論の流入と 學 の心身 『「心身

╱身心」と環境の哲學』
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ブルーム フィリッ
プ

覺 された儀禮と 想：大德寺傳來「五百羅 圖」におけ

る水陸會の表現 (特集 宋元佛畫と儀禮) 佛敎藝 347

方 玲
二ノ宮 聰［譯］

北宋東嶽廟祀の傳播：山西定襄東嶽廟 探 『 敎の 地

と地方神』

北條 貴 民族表 における記 /記憶/ 却：ヤオ族の神話＝ 史 と

『 皇 牒』をめぐって (特集 記 の 略) 日本 學

65(5)

『法苑珠林』 究會
［譯 ］

『法苑珠林』感應 譯 稿(2) 上智史學61

法 長(李 忠煥) 智 『菩薩戒義疏』と元曉『梵網經』註釋書の比較 究 東

アジア佛敎 究14

廬會［譯 ］ 張 「 沙門竺法君頁三首」譯 稿 東洋古典學 究41

朴 太源 『大乘 信論』の に對する批 讀解： 論の東ア

ジア 展開における光と陰 (第4回學 大會テーマ 東アジ

ア佛敎における『大乘 信論』 ) 東アジア佛敎學 論

集４

朴 鎔辰 元代『科註妙法蓮華經』の刊行と流 (高野山大學における

第六十六回學 大會紀 (2)) 印度學佛敎學 究64(2)

堀 祐彰 本願寺藏版「淨土三部經」の特 について 龍谷敎學：龍谷

敎學會議 究紀 51

本 彥［譯 ］ 『朱子語 』 六十二「中庸一」譯 (5) 治大學敎 論集

520

眞下 厚
張 正軍
富田美智江

建福

中國湖南省鳳凰縣苗族の戀人 いの歌掛け アジア民族

究15

眞名子晃征 旨：曇鸞淨土敎における實 體系 龍谷大學大學院 學

究科紀 38

眞野 新也 譯『大日經』註釋書の 立に關する考察―經典 譯との關

係から― 論叢アジアの と思想25

田 愛子 代における山東五姓婚姻とその政治 影 力について―

崔・盧・鄭氏婚姻表の作 による考察― 『隋 佛敎社會

の基 構 の 究』

原あやの 張衡「思玄賦」の世界 (河田悌一敎授 日下恒夫敎授 休

記念號) 關西大學中國 學會紀 37

原あやの 天 占書の解題と「天 占書フルテキストデータベース」の

義 關西大學東西學 究 紀 49
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松浦 典弘 代の女性と佛敎：墓誌の 討を中心に (“宗敎と社會”

2015年度夏期シンポジウム特集) 代史 究19

松浦 典弘 晉 夾石山靑蓮寺 藏の 『隋 佛敎社會の基 構 の

究』

松尾 恒一 日本華僑の共同墓地と后土・土地神：在日華僑社會の 史と

記憶の表 儀禮 學會紀 ：儀禮 (3・4)

松下 信 「新 敎」 考： 眞敎 究の枠組みについての 討 皇

學 大學 究開發推 センター紀 ２

松下 信 牧牛圖頌の 眞敎と 學への影 ：圓 老人『上乘修眞三

』と 定「牧牛圖詩」を中心に 東方學131

松下 信 眞敎における志・宿根・ 賢の提 ― 丹 における身體

という場をめぐって― 『「心身╱身心」と環境の哲學』

松田 也子 熊本市玄宅寺 藏閻 ・地藏十王圖について 崇 大學藝

學部 究紀 ９

松田 稔 『山 經』佚 考 (特集 中國學の眺 ) 國學院 誌117

松森 秀幸 引用 より見た『淨名經關中釋抄』の特 (東京大學にお

ける第六十七回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學 究65(1)

松森 秀幸 『法華經』と智 の敎育實 ： 他と自行の關係を中心に

東アジア佛敎 究14

松森 秀幸 南北 時代の佛性 に關する一考察：P.3291を中心に 東

アジア佛敎 究14

丸山 宏 ヤオ族宗敎 「 書」から見る 家願儀禮―大廳 の

問卦と許願の部分を中心に― 『ミエン・ヤオの歌 と儀

禮』

萬場るり子 『聊齋志異』「嬰寧」における『莊子』の影 (河田悌一敎授

日下恒夫敎授 休記念號) 關西大學中國 學會紀 37

三浦 國雄 謝守 《校正北斗本命 生經》之 義（中國語） 『 敎の

地と地方神』

三浦 雄 兩 期における儒家 符瑞思想の展開 東洋學報：東洋 庫

和 紀 98(1)

三村 宜敬 儀禮にみるヤオ族の船 ―ヤオ族のもつ船のイメージ― 『ミ

エン・ヤオの歌 と儀禮』

壬生 泰紀 『大阿彌陀經』 の 生思想：善男子・善女人を手掛かり

として 佛敎學 究72
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壬生 泰紀 �無量壽經>における釋 の變 ：�悲華經>を手掛かりと

して (東京大學における第六十七回學 大會紀 (1)) 印

度學佛敎學 究65(1)

水口 幹記
田中 良

京 大學人 科學 究 藏『天地瑞祥志』飜刻・校 ：「第

一」の飜刻と校 (2) 女子大學國 學 誌94

水越 知 「 出 」祭禮と中國 世の 市空 關西學院史學43

水口 拓壽 淸時代の風水 に現れる「水質」論について 『中國傳

統社會における 數と思想』

水野 友晴 東洋 思考と創 ：鈴木大拙の提言(2) と哲學８

元 徹心
淺田 正博
長谷川嶽史
野呂 靖
大谷 由香
大谷 欣裕
三浦 和
村上 也
小野嶋祥雄
鍵和田 子
高岡 善彥
佐長 亮
吉田 慈順
鶴田 大悟

大正新脩大藏經の學 用語に關する 究：佛敎における生死

の 究 佛敎 究 紀 54

南 守榮
佐 厚［譯］

三論學派と中 學派の中 と二諦 から發見される 似性

と差別性：吉藏と を中心に 東アジア佛敎 究14

宮 幹夫 現代中國の社會政治 コンテクストに於けるプロテスタン

ト基督敎 人 科學 究（キリスト敎と ）48

宮崎 展昌 高麗大藏經 本 收の『 超三昧經』について (東京大學

における第六十七回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學 究

65(1)

宮下 和大［譯 ］ 朱子語 譯 (18) 古70

村上 也 曠撰『天臺菩薩戒疏』と『天臺八敎大 』の 立 後に關

する一試論 (高野山大學における第六十六回學 大會紀

(2)) 印度學佛敎學 究64(2)

村上 也 法寶の 作に關する基礎 究 佛敎學 究72

村上 也 韓國・松廣寺 藏の辯空撰『大般涅槃經義記圓旨抄』につい

て 東アジア佛敎 究14

村田 みお 接『三敎不齊論』執筆の經緯と三敎論 における位置づけ

―あわせて空 『三敎指 』序 への影 をも論じる

『 澄・空 將來『三敎不齊論』の 究』
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村松 哲 陝西省藥王山博物 藏「田元族 像 」の涅槃圖像が 味

すること 駒澤大學佛敎學部論集47

室山留美子 北魏墓誌の「史料」 性格― と改葬を手がかりに―

『隋 佛敎社會の基 構 の 究』

森 英雄
門脇 廣

「南 太守傳」の夢について：離魂譚としての 點から 大

東 大學 學會誌55

森 由利亞 王常 の三 戒構想と一七世紀江南金陵佛敎における戒律改

革 動―王常 ・ 法藏・見 讀體 東洋の思想と宗敎

33

森田さくら 敦煌寫本S.6836「葉淨能詩」について： 話の構 を っ

て お茶の水女子大學中國 學會報35

森部 豐 代 丹人墓誌に關する一考察：遼寧省 陽市博物 藏新

出墓誌の紹介を ねて 關西大學アジア 究センター

ディスカッションペーパー13

森部 豐 中國におけるソグド人墓の發見とソクド石棺牀の復元 (第２

回國際シンポジウム 東アジア 料アーカイブスの現

と國際ネットワーク) 關西大學アジア 究センタ

ーディスカッションペーパー14

森山 結希 大乘『涅槃經』の思想 發展―四相品に見られる 話を中心

に― 大谷大學大學院 究紀 33

八木 素萌 アンコール 載(5) 經の 論 方鍼醫： 方鍼醫會學會

誌38

八木 素萌 アンコール 載(6) 經の 實論と刺法について 方鍼

醫： 方鍼醫會學會誌39

八木 春生 およびその附 における北齊時期の佛敎 像の特色 中

國考古學16

八木 春生 考古學から見九 ：隋 時代への變革期という 點から

中國考古學16

八木 春生 龍門石窟の 價 世界 產學 究２

八木 春生 陶 と佛敎 像 (特集 形の美) 聚美20

八木 春生 天龍山石窟 代窟の 年 究 『隋 佛敎社會の基 構 の

究』

矢久保典良 日中 時期における中國回敎救國協會の淸眞寺 營論 東

洋學報：東洋 庫和 紀 97(4)

矢島 新 東覺寺藏 十王圖 國華121(9)
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矢嶋 貝原 軒『大和本草』にみる「藥種」理論・製法・ 用法

(4) 關東學院大學人 學會紀 135

矢野 雄 『宿 經』の大藏經本と和本の比較〔改正版〕 日本古寫經

究 究紀 １

柳 幹康 榮西と『宗鏡 』：『興禪護國論』における『宗鏡 』援用

(東京大學における第六十七回學 大會紀 (1)) 印度學

佛敎學 究65(1)

柳 幹康 『三敎不齊論』と『三敎優劣傳』『 澄・空 將來『三敎不

齊論』の 究』

柳川 原 佐の「泰山府君 」について (衝 と融合の東アジ

ア 史)― ( の攝取と ) アジア 學199

山 輝 則天武后の官制改革と佛敎：彌勒佛信仰と「 」官僚支 の

變革をめぐって 龍谷大學大學院 學 究科紀 38

山口 敦史［譯 ］
今井 秀和
田( )幸榮

校訂 金剛般若經集 記(4) 大東 大學紀 人 科學54

山口 敦史 『日本靈異記』 究の 學史 位置附けと展 ：上代 學會

シンポジウムより (特集 日本靈異記：その 學史 位置

附けを考える) 上代 學116

山下 一夫 現代の河南における魏華存 話 洞天福地 究６

山下 一夫 王屋山と無生老母 『 敎の 地と地方神』

山田 廣 臺灣鹿港地域の 敎式功德儀禮について (河田悌一敎授 日

下恒夫敎授 休記念號) 關西大學中國 學會紀 37

山田 廣 臺灣 敎の縊死 および溺死 救濟儀禮に關する二、三の考

察：臺南地域を例として 奈良學園大學紀 5

山田 廣 敎實 としての李白―李白の詩を しての考察― 奈良

敎育大學國 ： 究と敎育39

山田 俊 敎關係 書論 目 2015(平 27)年 東方宗敎128

山田 俊 金 『 德經』 釋 料としての李霖『 德眞經取善集』に

ついて 熊本縣立大學大學院 學 究科論集９

山田 崇仁 蒼 傳 の形 について：『 解字』 に至るまでを

對 として 字學 究４

山田 利 風水 の思想 「エコ・フィロソフィ」 究 Vol.10別

(10)

山田 利 演記 六 敎と佛敎 六 學 學會報17
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山本 博 法華經と和歌 (日本 する法華經)― (日本に融け む『法

華經』) アジア 學202

兪 學
松森 秀幸［譯］

『法華經』と智 の敎育實 ： 他と自行の關係を中心に

東アジア佛敎 究14

湯淺 弘 淸華 『殷高宗問於三壽』の思想 特質 (出土 究)

中國 究集刊62

餘 『 經直解』と『古新 經』による 書飜譯の 承關係：４

福 書の「マタイによる福 書」を中心に 東アジア

交 究９

與座 良一 中國宋代の兵士と公共墓地 (公開シンポジウム 兵士のいる

日常、兵士といる日常： う、癒す、悼む) 鷹陵史學42

楊 玉飛 七種生死 の淵源 (東京大學における第六十七回學 大會紀

(1)) 印度學佛敎學 究65(1)

楊 玉飛 中國南北 時代における煩 論 ―『 鬘經』の 釋書を

中心として― 仙石山佛敎學論集８

手 裕 仇兆 と 丹修 儒敎と 敎のはざまで 『「心身╱

身心」と環境の哲學』

手 裕 佐命山三上司山續考 『 敎の 地と地方神』

吉川 之 『大歌書』上 記 ―ミエン語（ 語）藍山 源方言による

― 『ミエン・ヤオの歌 と儀禮』

吉田 慈順 中國 師の因 理解 (東京大學における第六十七回學 大會

紀 (1)) 印度學佛敎學 究65(1)

吉田 豐 代におけるマニ敎信仰：新出の霞浦 料から見えてくるこ

と (“宗敎と社會”2015年度夏期シンポジウム特集) 代

史 究19

吉田 豐
古川 攝一

江南マニ敎繪畫「 傳圖(3)」の發見と繪畫の 容につい

て 大和 華129

吉野 晃 タイ北部のミエンにおける歌と歌 語―「歌二娘古」發 と

釋― 『ミエン・ヤオの歌 と儀禮』

吉野 晃 �歌>の詠唱法と儀禮への應用：タイ北部、ユーミエン(ヤ

オ)の新たな宗敎現 に關する 査の中 報 東京學藝

大學紀 人 社會科學系 II67

吉村 玄 三藏はるかなる 佛敎 55

吉村 『 唯識論』の三性 の解釋について 駒澤大學佛敎學部論

集47
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吉村 『般若波羅蜜多心經幽 』 上：原 ・訓讀・和譯 駒澤大

學佛敎學部 究紀 74

吉村 昌之［譯 ］
大川 俊隆
小寺 裕
角谷 常子
田村
馬場理惠子
張替 俊夫

『九 算 』譯 稿(23・24) 大 產業大學論集 人 ・社

會科學 27・28

雷 聞 山林と宮廷のあいだで 洞天福地 究６

ラーザール マリア
ンナ

日本における四神信仰の變 ：四神旗、四神鉾の使用變 を

中心に (2015年度 京 ・宗敎系大學院 合 催 院生發表

會 ) 京 ・宗敎論叢10

ラーザール マリア
ンナ

東アジアにおける四神旗・四神 の比較 究 龍谷大學大學

院國際 究論集13

李
大形 徹

中國按 推拿醫學の 史 その一 人 學論集34

李 現 菅原 眞の「秋湖賦」と『莊子』：詩語「涯岸」をめぐって

和 比較 學57

李 子捷 七世紀以 の中國佛敎の種姓(性) について：『菩薩地持

經』・『仁王經』・『菩薩 本業經』を中心に (東京大學に

おける第六十七回學 大會紀 (1)) 印度學佛敎學 究

65(1)

李 子捷 眞諦譯とされる『佛性論』における「眞如」と「信 」：『解

經』と『無上依經』との關 を中心に 駒澤大學大學院

佛敎學 究會年報49

李 子捷 『大乘 信論』の眞如 の一考察：『究竟一乘寶性論』の如來

藏 との關係を中心として (第4回學 大會テーマ 東アジ

ア佛敎における『大乘 信論』 ) 東アジア佛敎學 論

集４

李 子捷 淨影寺慧 と『菩薩地持經』 佛敎學 究72

李 征康
李 娜

牛 織女故事と武當山の 敎 比較民俗 究30

李 省展
小桧山ルイ
徐 正
渡邊 祐子
松山 健作

座談會 東アジアキリスト敎史から考える暴力( )(特

集 東アジアキリスト敎史から考える暴力) キリスト敎

７
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李 省展
小桧山ルイ
徐 正
渡邊 祐子
松山 健作

座談會 東アジアキリスト敎史から考える暴力( 後 )(特

集 續・東アジアキリスト敎史から考える暴力) キリスト

敎 ８

李 乃 玄應 義に關する 究史と課題 北 大學大學院 學 究

科 究論集16

李 乃 圖書寮本『 聚名義抄』における玄應撰『一切經 義』の依

據テキスト：『一切經 義』 第四を中心に 訓點語と訓

點 料137

李 銘敬 『三國傳記』における『三寶感應 略 』の出典 究をめぐ

って (日本 學のなかの�中國>)― (東アジアの 學圈)

アジア 學197

李 裕群
衣 麗
田林 ［譯］

山西省高平大佛山 崖 像考：「雲岡模式」南傳の例證とし

て 佛敎藝 348

李 零 數 革命 從龜卜筮占到式法 『中國傳統社會

における 數と思想』

李 零
保田 知 ［譯］

數 革命を語る 龜卜・筮占から式法・ へ 『中

國傳統社會における 數と思想』

劉 建軍
李 ［譯］

『大方等陀羅尼經』における「十二夢王」：石刻圖像に關する

究 佛敎藝 348

劉 龍 日中 生 話比較 究：現世と冥界の 復を中心として 現

代社會 究63

劉 有 印順の『大乘 信論』 ：「『 信論』與扶南大乘」を中心と

して (第４回學 大會テーマ 東アジア佛敎における『大

乘 信論』 ) 東アジア佛敎學 論集４

劉 臺灣人と日本の華人系プロテスタント敎會 (交錯する臺灣

識：見え れする「國家」と「人びと」)― (萬「華」鏡

の「臺灣」) アジア 學204

梁 特治( ) 『信心銘拈古』跋 考：跋 に於ける無外義 の眞 につい

て (高野山大學における第六十六回學 大會紀 (2)) 印

度學佛敎學 究64(2)

林 瑞 吉藏の經典 ：天臺との比較を じて(第七部會, 究報 ,

�特集>第74回學 大會紀 ) 宗敎 究 別 89

ロベール ジャンー
ノエル

和 兩語 の媒介 としての『法華經』法 歌 比較日本學

敎育 究センター 究年報12
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早稻田大學 身大
戒 究會

『上淸洞眞智慧 身大戒 』譯 稿（一） 論叢アジアの

と思想25

渡邉 義 『 神記』の引用からみた『法苑珠林』の特 東洋 究200

渡邊 健哉 常盤大定の中國 査 東洋 究18

SHI Juewei 臨濟義玄と星雲の時代の禪佛敎：現代社會に中國禪の原理を

用する 印度學佛敎學 究64(3)

Shore Jeff
安永 堂

臨濟禪師一一五〇年 諱記念『臨濟 』國際學會より 禪セ

ッション Rinzai Zen Now 禪 242

Ⅲ．書 等

有馬 卓也 Book Review する『老子』［谷中信一 『老子』經典

の 究］東方427

宇野 瑞木 Book Review 「中國古典」の豐饒なる原野へ［シリーズ・

キーワードで讀む中國古典 中島隆博 コスモロギア：

天・ ・時 廣瀨玲子 人ならぬもの：鬼・禽 ・石 志

野好伸 と狂： 人・眞人・狂 ］東方426

上田 信 書 三木聰 『傳統中國と福建社會』 史 論800

大艸 書 山本幸男 『奈良 佛敎史 』 佛敎史學 究 58(2)

大野 裕司 書 ・新刊紹介 水野杏紀 『易、風水、 、 生、處世 東

アジアの宇宙 (コスモロジー)』 東方宗敎128

影山 子 Book Review 敦煌・トゥルファンで出土した四～一〇世紀

の 書・繪畫 料から かび上がる當時の人々の來世

［白須淨眞 アジア 學192シルクロードの來世 ］東方

424

葛西 賢太 書 とリプライ 瀧澤克彥 『越境する宗敎 モンゴルの福

派：ポスト社會 義モンゴルにおける宗敎復興と福 派キ

リスト敎の臺頭』 宗敎と社會22

字學 究 古 字學 究 提 大野裕司 『 國秦 出土 數

の基礎 究』 字學 究４

字學 究 古 字學 究 提 西信康 『郭店楚 『五行』と傳世

』 字學 究４

字學 究 古 字學 究 提 陳捷 『甲骨 字と商代の信仰 神

權・王權と 』 字學 究４

金 香 �書 > 小 、『God 譯史― 論、接受與 示』 社會

科學 出版社、2013年 キリスト敎學 究室紀 ４
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東方宗敎（日本衜敎學會）130號 2017年

佐々木 聰 大野裕司『 國秦 出土 數 の基礎 究』 人 學論

集34

酒井 規史 國際學界動向 「『比較 野中 敎儀式』國際學 討會」

參加報 記 東方宗敎128

淸水 洋子 東アジア 數學 究會 ( 究會 信) 中國 究集刊62

鈴木 一馨 書 と紹介 山下克 『平安時代陰陽 史 究』 宗敎 究

90(1)

元 徹心 書 大久保良峻 『 澄の思想と天臺密敎』 日本思想史學

48

南部 英彥 書 井ノ口哲也 『後 經學 究序 』 集刊東洋學115

廣田 律子 書 ・新刊紹介 佐 仁史・太田出・ 野眞子・ 方賢一・

朱火生 『中國農村の民 藝能：太湖流域社會史口 記

集２』 東方宗敎128

井 淳 書 『空 の座標：存在とコトバの深 學』高木 申元

Kukai on the Philosophy of Language(『空 の眞言

哲學』),translated by:Takagi,Shingen;Dreitlein,

Thomas Eijo 駒澤大學佛敎學部論集47

古松 崇志 書 原崇人 丹佛敎史の 究 東洋史 究75(3)

松岡 正剛 『臨濟 』(入矢義高譯 ・岩波 庫版)をよむ 集力を會得

する禪 (特集 驀 す、臨濟 ) 禪 239

丸山裕美子 書 岩本篤志 『 代の醫藥書と敦煌 』 代史 究19

水口 幹記 書 と紹介 山下克 『平安時代陰陽 史 究』 日本 史

812

水野 杏紀 書 山下克 『平安時代陰陽 史 究』 東方宗敎127

宮崎 書 本猛『風流天子と「君 獨裁制」：北宋徽宗 政治史

の 究』 史學 究942

森 哲也 書 と紹介 佐 長門 『 使と入 の 究：附 校訂

『入 五家傳』』 日本 史823

山口 弘江 書 と紹介 松森秀幸 『 代天臺法華思想の 究：荆溪湛

然における天臺法華經疏の 釋をめぐる 問題』 宗敎

究90(3)

吉野 晃 書 ・新刊紹介 坂出祥伸 『 敎と東南アジア華人社會：

その信仰と親族 結合』 東方宗敎128
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